
資源・循環技術委員会抄録

より戦略的な対応を

吉
田
委
員
長
の
コ
メ
ン
ト

　

年
昭

東
大
工
卒
、
同
年
三
菱

電
機
入
社
。

年
環
境
推
進
本
部
本
部

長
。

年
に
合
同
会
社
グ
リ
ー
ン
フ
ュ

ー
チ
ャ
ー
ズ
設
立
。現
在
、Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ

Ｃ
２
０
７
／
Ｓ
Ｃ
１
国
内
委
員
会
委
員

長
、
日
本
代
表
委
員
を
務
め
る
。

　
今
日
の
講
演
内
容
は
、
環
境
・
Ｃ
Ｓ

Ｒ
部
門
と
い
う
よ
り
資
材
部
を
は
じ
め

経
営
企
画
部
な
ど
を
含
め
た
会
社
全
体

の
話
題
と
い
え
ま
す
。
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
・
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
リ
ス
ク
管
理

あ
る
い
は
事
業
継
続
な
ど
と
い
う
考
え

方
に
つ
い
て
、
よ
り
戦
略
的
な
対
応
が

必
要
で
あ
り
、
社
内
の
い
ろ
い
ろ
な
部

門
と
連
携
す
る
と
と
も
に
、
業
界

団
体
な
ど
の
中
で
も
フ
ィ
ー
ド
バ

ッ
ク
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

委
員
会
参
加
社
は

川
中
、

川
下
企
業
が
多
い
よ
う
で
す
が
、

た
だ
、
国
に
お
任
せ
し
ま
す
」

と
い
う
だ
け
で
は
、
リ
ス
キ
ー
だ

と
思
い
ま
す
の
で
、
で
き
る
こ
と
を
戦

略
的
に
や
っ
て
い
く
た
め
の
き
っ
か
け

と
し
て
本
日
の
お
話
を
と
ら
え
て
い
た

だ
け
れ
ば
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

　
そ
し
て
、

の
ど
元
過
ぎ
れ
ば
熱
さ

忘
れ
る

と
い
う
こ
と
の
な
い
よ
う
に

し
て
い
た
だ
き
た
い
で
す
。

　日刊工業新聞社のグリーンフォーラム

は、 年度 資源・循環技術委員会

（吉田敬史委員長 グリーンフューチャ

ーズ社長）を開催した。同委員会は、グ

リーンフォーラム 活動の要である研究

会との相乗効果を引き出し 活動全体の

充実 強化を図る目的で 年度に立ち上

げた。 年度の委員会では、経済産業省

資源エネルギー庁資源・燃料部鉱物資源

課課長補佐の斎藤秀幸氏を講師に招き

総合テーマ 戦略的な取り組みの推進で

レアアース 希土類 の安定確保」を取り

あげた。

斎藤　秀幸氏経済産業省資源エネルギー庁資源・燃料部鉱物資源課課長補佐生
態
系
復
元
へ
無
人
島
化
大
都
市
近
郊
で
徹
底
し
た
活
動

下井泰典団長に聞く（日本環境認証機構社長）

グ
リ
ー
ン
フ
ォ
ー
ラ
ム
２
１
の
活
動
報
告

鉱
物
資
源
確
保
と
日
本
の
資
源
政
策

オ
ー
ル
ジ
ャ
パ
ン
体
制
に
よ
る
総
合
的
な
支
援
が
必
要

　グリーンフォーラム は 年 月、５年ぶりの海外

環境フィールドワークとなるニュージーランド視察を実

施した。同国は酪農が最大の産業であり、「自然と人の

調和」を実践するエコ先進国として知られる。電力政策

として水力発電をベースに地熱などの再生可能エネルギ

ーを活かしている一方、生物多様性・生態系保護でも先

進的な取り組みを進める。視察団長を務めた日本環境認

証機構の下井泰典社長に話を聞いた。

ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
視
察
を
終
え
て

環
境
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク

島
全
体
を
環
境
保
護
区
に
し
て
生
態
系
復
元
を
進
め
る
ラ
ン
ギ
ト
ト
島

と

単
機
で
世
界
最
大
の
出
力
を
持
つ
ヌ
ア
ワ
プ
ル
ア
地
熱
発
電
所

　
―
５
年
前
の
ア
イ
ス
ラ
ン

ド
視
察
は
、
地
熱
活
用
と
水

素
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
の
実
現

に
向
け
た
取
り
組
み
が
焦
点

で
し
た
。
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
視
察
の
狙
い
は
。

　
「
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
は

乳
製
品
、
肉
類
な
ど
の
畜
産

品
が
輸
出
額
の
３
分
の
１
を

占
め
、
林
業
も
盛
ん
。
ま
た

観
光
資
源
に
恵
ま
れ
、
年
間

２
４
０
万
人
も
の
旅
行
者
が

訪
れ
る
観
光
立
国
で
も
あ

る
。
経
済
協
力
開
発
機
構

Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ

加
盟
の
先
進

国
で
あ
り
な
が
ら
自
動
車
生

産
工
場
が
ひ
と
つ
も
な
い
よ

う
に
、
い
わ
ゆ
る
モ
ノ
づ
く

り
産
業
へ
の
依
存
度
が
低

い
。
そ
ん
な
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
自
然
と
の
か
か
わ
り

方
を
調
べ
る
の
が
ミ
ッ
シ
ョ

ン
だ
。
実
際
、
今
回
は
モ
ノ

づ
く
り
関
係
が
一
切
な
い
異

例
の
視
察
と
な
っ
た
」

　
―
ま
ず
電
力
事
情
か
ら
。

　
「
昔
か
ら
エ
コ
の
国
と
い

え
る
。
自
然
環
境
を
生
か
し

た
水
力
発
電
を
主
体
に
し
て

き
た
た
め
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
比
率
が
高
く
、
１
９
８

０
年
に
は

・
４
％
も
あ
っ

た
。
そ
の
後
、
電
力
需
要
の

伸
び
に
伴
い
天
然
ガ
ス
火
力

発
電
が
急
増
し
、

年
に
は

・
５
％
ま
で
低
下
し
て
い

る
。
た
だ
、
政
府
は

年
に

再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
比
率

を

％
ま
で
引
き
戻
す
計
画

を
打
ち
出
し
て
お
り
、
昨
春

に
は
同
国
北
島
に
出
力

万

の
ヌ
ア
ワ
プ
ル
ア
地
熱

発
電
所
が
稼
働
し
た
。
単
機

の
出
力
と
し
て
は
世
界
最
大

で
、
周
辺

万
世
帯
に
電
力

を
供
給
す
る
。
地
熱
発
電
の

割
合
は

年
で

％
だ
っ
た

が
、

年
通
年
で

％
ま
で

高
ま
る
と
試
算
し
て
い
た
」

　
「
同
発
電
所
の
北
に

年

稼
働
を
目
指
し
、
出
力

万

の
２
号
機
も
建
設
中
と

の
こ
と
。
ほ
か
で
も
地
熱
発

電
所
の
新
設
・
増
強
が
進

み
、

年
ま
で
に
地
熱
だ
け

で
電
力
需
要
の

％
を
賄
う

計
画
だ
。
地
熱
を
追
う
よ
う

に
、
風
力
発
電
も
規
模
拡
大

が
進
ん
で
い
る
」

　
―
生
物
多
様
性
・
生
態
系

保
護
に
つ
い
て
。

　
「
大
陸
か
ら
孤
立
し
た
ニ

ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
に
は
独
特

の
生
態
系
が
あ
っ
た
。
陸
上

に
は
コ
ウ
モ
リ
以
外
の
哺
乳

ほ
に
ゅ
う

類
が
お
ら
ず
、
キ
ー
ウ
ィ
や

フ
ク
ロ
ウ
オ
ウ
ム
、
タ
カ
ヘ

な
ど
の
飛
べ
な
い
鳥
が
繁
殖

し
て
い
た
。
し
か
し
、
持
ち

込
ま
れ
た
イ
ヌ
、
ネ
ズ
ミ
、

シ
カ
な
ど
の
哺
乳
類
が
生
態

系
を
か
く
乱
し
た
。
そ
の
教

訓
か
ら
植
物
を
含
め
て
在
来

種
の
保
護
を
徹
底
し
て
お

り
、

年
に
は
外
来
種
対
策

法
に
よ
り
外
来
種
の
持
ち
込

み
を
全
面
的
に
禁
止
し
た
」

　
「
象
徴
的
な
の
は
最
大
の

都
市
で
あ
る
オ
ー
ク
ラ
ン
ド

沖
合
に
あ
る
火
山
島
、
ラ
ン

ギ
ト
ト
島
全
体
を
環
境
保
護

区
に
設
定
し
、
無
人
島
化
し

て
生
態
系
復
元
に
取
り
組
ん

で
い
る
こ
と
。
毒
入
り
エ
サ

を
ま
い
て
一
度
す
べ
て
の
動

物
を
完
全
排
除
し
、
在
来
種

を
移
植
・
繁
殖
さ
せ
て
い

る
。
日
本
で
は
と
て
も
ま
ね

の
で
き
な
い
活
動
だ
。
大
都

市
近
郊
で
実
施
す
る
こ
と
に

も
意
味
合
い
が
あ
る
。
外
来

植
物
の
排
除
は
、
市
民
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
が
ゲ
ー
ム
感
覚
で

楽
し
み
な
が
ら
や
っ
て
い
る

と
い
う
」

　
―
最
後
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ

ン
ド
の
印
象
を
。

　
「
こ
れ
ま
で
プ
ラ
イ
ベ
ー

ト
を
含
め

数
カ
国
を
訪
問

し
た
が
、
今
回
ほ
ど
自
然
に

触
れ
る
機
会
が
多
か
っ
た
こ

と
は
な
い
。
ひ
と
り
の
旅
行

者
と
し
て
癒
や
さ
れ
た
。
先

に
住
み
着
い
た
ポ
リ
ネ
シ
ア

系
マ
オ
リ
人
の
文
化
に
、
欧

州
文
化
を
う
ま
く
融
合
し
て

い
る
こ
と
に
も
感
心
さ
せ
ら

れ
た
。
非
常
に
奥
深
い
国
。

ぜ
ひ
ま
た
訪
れ
た
い
」

　
レ
ア
ア
ー
ス
は
レ
ア

希

少
と
さ
れ
る
が
、実
は
レ
ア

で
は
な
い
。
埋
蔵
量
は
、
世

界
中
に
分
布
。
た
だ
、
生
産

は
、
中
国
が
ほ
ぼ
独
占
し
て

い
る
―
。

　
近
年
の
「
資
源
ナ
シ
ョ
ナ

リ
ズ
ム
」
の
台
頭
は
、
資
源

消
費
国
に
よ
る
買
い
手
市
場

を
「
売
り
手
市
場
に
一
変
さ

せ
よ
う
」
と
す
る
大
き
な
う

ね
り
が
背
景
に
あ
る
。
こ
れ

に
対
し
、
わ
が
国
と
し
て
は

資
源
確
保
の
た
め
、
オ
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
体
制
に
よ
る
中
流

・
下
流
分
野
も
含
め
た
総
合

的
な
支
援
が
必
要
と
な
る
。

企
業
と
し
て
も
、
資
源
国
か

ら
の
現
地
化
要
請
に
ど
こ
ま

で
応
え
る
の
か
、
即
ち
、
多

様
な
下
流
企
業
も
相
手
国
要

請
に
産
業
協
力
の
一
環
と
し

て
関
わ
っ
て
い
く
こ
と
が
重

要
に
な
る
。

　
資
源
国
の
中
で
特
筆
さ
れ

る
の
は
、
中
国
の
存
在
。
私

ど
も
は
、
こ
の
中
国
の
需
要

の
急
激
な
伸
び
を
爆
食
と

呼
ん
で
い
る
。

　
中
国
の
海
外
資
源
確
保
戦

略
は
、

ト
ッ
プ
外
交

潤

沢
な
資
金
に
よ
る
資
源
国
へ

の
イ
ン
フ
ラ
投
資

中
国
人

労
働
者
の
供
給
お
よ
び
警
備

兵
器
・
軍
需
物
資
の
供
与

―
な
ど
に
集
約
で
き
る
。

　
中
国
の
ア
フ
リ
カ
な
ど
へ

の
投
資
は
「
紐
付
き
」
融
資

が
ほ
と
ん
ど
で
、
中
国
企
業

採
用
が
条
件
と
な
り
、
「
地

元
へ
利
益
が
落
ち
な
い
」
等

の
問
題
が
起
き
て
お
り
、
徐

々
に
各
国
で
不
満
が
噴
出
し

は
じ
め
て
い
る
。

　
資
源
メ
ジ
ャ
ー
に
よ
る
寡

占
化
、
中
国
の
爆
食
、
さ

ら
に
売
り
手
市
場
が
支
配
す

る
中
、
わ
が
国
を
交
え
た
資

源
獲
得
競
争
は
、
今
後
ま
す

ま
す
激
し
く
な
っ
て
い
く
こ

と
は
確
実
だ
。

　
　
　
　
◇
◆
◇

　
現
在
の
「
レ
ア
メ
タ
ル
ブ

ー
ム
」
の
特
徴
と
し
て
は
、

高
付
加
価
値
製
品

自
動
車

産
業
、
Ｉ
Ｔ
産
業

の
た
め

の
材
料
需
要
の
増
加
が
あ

る
。
ま
た
、
必
要
な
レ
ア
メ

タ
ル
が
多
様
化
す
る
中
で
、

資
源
の
偏
在
化
が
顕
著
と
な

っ
て
い
る
。
資
源
国
が
高
付

加
価
値
産
業
化
ま
で
視
野
に

入
れ
、
要
求
を
強
め
て
い
る

こ
と
も
見
逃
せ
な
い
。
特
殊

鋼
用
材
料
が
主
で
あ
っ
た

年
代
の
第
１
次
レ
ア
メ
タ
ル

ブ
ー
ム
と
比
べ
る
と
、
現
在

の
ブ
ー
ム
は
様
変
わ
り
の
様

相
を
呈
し
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
一
方
、
２
０
１

０
年
６
月
に
閣
議
決
定
し
た

「
エ
ネ
ル
ギ
ー
基
本
計
画
」

で
は
、
安
定
供
給
の
た
め
の

政
策
資
源
の
集
中
投
入
が
必

要
と
考
え
ら
れ
る
重
要
な
レ

ア
メ
タ
ル
に
つ
い
て
必
要
な

政
策
を
推
進
し
、
自
給
率
を

年
に

％
以
上
と
す
る
こ

と
を
目
指
し
て
い
る
。

　
具
体
的
に
は

海
外
資
源

確
保
の
推
進

リ
サ
イ
ク
ル

の
推
進

代
替
材
料
な
ど
の

開
発

短
期
的
な
供
給
障
害

に
備
え
る
た
め
の
レ
ア
メ
タ

ル
備
蓄
―
の
四
つ
の
柱
を
強

化
す
る
。

　
次
期
経
済
対
策
に
お
い

て
、
レ
ア
ア
ー
ス
等
鉱
物
資

源
資
源
確
保
対
策
と
し
て
代

替
材
料
・
使
用
量
低
減
技
術

開
発
、
レ
ア
ア
ー
ス
等
利
用

産
業
の
高
度
化
、
さ
ら
に
海

外
鉱
山
開
発
の
推
進
と
権
益

確
保
お
よ
び
資
源
国
と
の
協

力
強
化
に
よ
る
レ
ア
ア
ー
ス

鉱
山
開
発
の
加
速
化
な
ど
を

図
っ
て
い
く
考
え
だ
。

（ ） 【特別企画】 ２０１１年 平成２３年 １月３１日 月曜日 　　


